




要約:健常児 120 名(4～12 歳、男児 58 名、女児 62 名)を対象に、Halperin et al.(1991)

のコンピュータ化された A-X 版連続遂行検査(CPT)とコナーズ教師用評定尺度短縮版

(CTRS-28)を実施した。CPT の成績は発達とともに著しく改善し、速く正確で持続性のあ

る応答となった。男児は女児に比べて反応は速いが誤りも多く衝動性得点が高かった。CPT

と CTRS-28 の結果は相関が高く、CPT が子供の日常行動をよく反映することが示された。

本研究により CPT の標準データが得られ、LD 児への応用が期待される。


